


低温栽培、低温養殖

海水淡水化冷凍食品保管

食品冷凍

冷凍倉庫

液体炭酸ガス製造

低温栽培、低温養殖

cryogenic technology

●LNG 時代を拓く先進の超低温テクノロジー･･･

　環境問題の深刻化、石油依存度の低減、省エネルギー化と時代ニーズにより

　「天然ガス」への燃料転換が進められ、注目度が高まっています。

●大いなる自然の恵を糧として･･･。

　地球資源循環カンパニー、エア･ウォーター･プラントエンジニアリング株式会社は、 

　さらなる高純度･超低温･高真空へ向けて、半導体、化学、鉄鋼、医療、宇宙開発、

　食品分野等、様々な産業向けエアセパレ－ションガス（酸素、窒素、アルゴン）

　供給のため、高純度ガス供給システムを提供しています。

　培われた超低温技術と最新技術の融合化による独自技術は LNGタンクコンテナ･

　タンクローリー･貯蔵タンク開発へと生かされ、高い評価を頂いています。

　また更なる超低温技術の向上を目指し日々前進を続けています。
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海水淡水化冷凍食品保管

食品冷凍

サブゼロ処理

食品破砕

プラスチック･ゴム等の破砕

廃自動車等の破砕

【パルスチュー冷凍機】 【空温式蒸発器】

【高圧低温液体ポンプ】 【中圧低温液体ポンプ】

【コールドエバポレーター】 【真空断熱配管】

【パルスチューブ冷凍機】 【空温式蒸発器】

【高圧低温液体ポンプ】 【中圧低温液体ポンプ】

【コールドエバポレーター】 【真空断熱配管】

凍結工法

液体水素製造液体水素製造

液体ヘリウム製造液体ヘリウム製造

冷凍倉庫

液体炭酸ガス製造

食品コンビナート

エチレン精製

空気液化分離

ドライアイス温度

液体窒素温度
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LNG(Liquefied Natural Gas: 液化天然ガス）

LNG(天然ガス) ＣＯ2( 二酸化炭素 )

●天然に産出する化石燃料で、メタン (CH4) を主成分とする可燃性ガス

●熱量：54.6MJ/kg、ガス密度 : 約 0.83kg/Nm3、液密度 : 約 0.46kg/L

●液化温度 : 約 -162℃、主に産地で液化され体積を約 1/500 として効率よく輸送後、需要先で気化消費される

●化石燃料の中で最もCO2 等の発生量が少なく、エネルギー効率が高いためクリーンで環境に優しい

●産地が世界各地に及ぶため供給が安定しており、比較的価格変動も少ない

天然ガスは燃料中に硫黄分をほとんど含まないため、燃焼時に硫黄酸化物 (SOx) や煤じんが発生しません。また、窒素酸化物 (NOx) や昨今話題の CO2

の発生も、石油や石炭と同熱量で比較して少量であることが実証されています。天然ガスは、地球環境にやさしいクリーンエネルギーと言えます。

天然ガスはメタンを主成分とした可燃性のガスです。空気と比べても比重が約 0.67 と軽く、拡散すると共に燃焼範囲が狭くなる特徴を持ちます。

爆発等の危険性がほとんど無く、一酸化炭素中毒を起こす心配も少ない安全性に優れたエネルギーです。

天然ガスは世界規模で開発･算出されており、日本へは液化して輸入されています。

天然ガスの可採埋蔵量は石油を超えることが確認されており、長期的に安定

供給が可能です。また、天然ガスは国内でも産出されており、苫小牧勇払は国内

最大級の埋蔵量を誇ります。

LPG

灯油 36.7MJ/ℓ

50.8MJ/kg

54.6MJ/kg

A 重油 39.1MJ/ℓ

石炭 29MJ/kg 天然ガス

※同熱量比較

最新技術

独自技術へ昇華

既存技術

ノウハウ

データ

信頼

操作性

品質

超低温技術 feature of LNGL N G の特徴

産業ガスのソリューション。ガステクノロジーによる
プロデュース。私たちと共に創る未来への架け橋

超低温技術の
利用温度領域
超低温技術の
利用温度領域

LNGの燃料特性（総発熱量） LNGの環境特性（排出量）

安全性

クリーンエネルギー

安定性

ＬNG(-162℃)

60

石油

80

石炭

100

NOX( 窒素酸化物 )

天然ガス

20

～

40
石油

70

石炭

100

SOX( 硫黄酸化物 )

天然ガス

0

石油

70

石炭

100

インドネシア
790.5

その他 1622.2

マレーシア
1512.5

オーストラリア
1359.2

単位:万 t

2011年度 参照：天然ガス 2012 No.6

アラブ
563.7オマーン

422.7
ブルネイ
617.5

日本の輸入量合計:8318万t

都市ガス
(天然ガス 12A･13A)

都市ガス
(4A～ 7C)

水素、メタン、ブタン
一酸化炭素 等

ガスの種類 主成分

45.6

20.1

発熱量
(MJ/Nm2)

0.67

0.5 ～ 1.2

比重
( 空気＝1)

5 ～ 15％

5～ 20％

燃焼範囲
(空気との混合割合 )

メタン

カタール
1430.0
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L N G 使用量とサテライト設備仕様表  equipment specification table

エア･ウォーター･プラントエンジニアリングは、お客様のご使用量、ご使用形態に応じ機器の選定･設備レイアウトをご提案。 

最適なサテライト設備を設置します。 

表は、使用例として CASE1 ～ 5 を挙げています。 

また、ご要望に応じてさらに細やかなご提案を致します。 

24000

LNG受入ユニット

ローリー停車位置

3
0
0
0

1
7
0
0
0

8
0
0
0

火
気
厳
禁
距
離

17500

CASE2 配置モデル

汎用例

窒素集合装置

フェンス

フェンス

流量ユニット

散水槽

二次減圧ユニット

LNG蒸発器

貯槽加圧器

バッファタンク

一次減圧ユニット

バッファタンク

BOG加温器

散水用エンジンポンプ

貯槽加圧器BOG加温器

ローリー加圧器

膨張タンク

給湯器

温水循環ポンプ

動力制御監視盤

複合貯槽

1
9
1
2
0

6
3
0
0

1
0
0
(基
礎
厚
さ
)

2
0
0
0

内槽：100KL×3基 

複合貯槽

LNG受入ユニット

内槽：100KL×3基 

1.0ton/h 

LNG蒸発器 
1.0ton/ｈ 

LNG蒸発器 
1.0ton/ｈ 

D
C
D
C

高圧ガス保安法

CASE5CASE4CASE3CASE2CASE1

1000年間 LNG使用規模 ton/年

送ガス圧力 MPa

備蓄量 日

40

1
LNG貯槽

KL/基容量

基設置数

0.2

4.3

設置スペース ｍ×ｍ 15×15

第一種設備距離※1 ｍ 19.8

第二種設備距離※2 ｍ

火気厳禁距離 ｍ

酸素の設備との距離

※1　第一種設備距離 /第一種保安物件 (学校･病院等 )との必要距離
※2　第二種設備距離 /第二種保安物件 (一般住宅等 )との必要距離

8

10ｍ

13.2

2
LNG蒸発器

ton/ｈ能力

基設置数

-

2000

70

1

0.3

3.8

16×16

24.0

16.0

2

-

4000

70

2

0.5

3.8

18×22

31.7

21.2

2

0.25 （蒸気:0.7ＭＰa)

6000

100

3 （複合貯槽）

1.0

5.4

24×17

44.6

29.7

2

0.5 （蒸気:0.7ＭＰa)

8000

125

4（複合貯槽）

1.2

自然対流空温式-蒸発方式 自然対流空温式蒸気吹込温水式蒸気吹込温水式蒸気吹込温水式

5.0

24×17

56.7

37.8

2

0.7 （蒸気:0.7ＭＰa)ton/ｈ温水式の場合
の必要蒸気量

適用法規

0.2 ～ 0.15



加圧能力が大きくなり荷卸時間短縮に貢献

加圧蒸発器 (加圧蒸発器搭載タイプ積載量14t)

224台（新型１４ｔ：76台）

納入実績

従来型の12ｔ～クラスと同等の旋回半径を実現

旋回
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L N G 輸 送 供 給 の 新 た な 扉 を 開 く …

LNG 大量輸送用に設計・開発された、トレーラータイプのローリーです。モノコックタイプは、タンクとシャーシフレームが一体となったモノコック

構造を採用した、大容量積載タイプです。標準車 14.0ｔ積載タイプに加え、国内最大級となる 15.7ｔ積載タイプを新規開発しました。 

標準タイプは、車体とタンクの一体型です。   

LNG コンテナの輸送形態としては業界初の製品で、ISO 規格に適合した商品です。鉄道･船･トラック輸送といったマルチウェイで運用でき、車輌に捕らわれ

ない自由な輸送手段が確保できます。40ft･30ft･20ft のコンテナがあり、積載車輌の販売も取り扱っております。

製品の特徴

仕様

（A,B) 通行条件に対応する国内最大級の積載量車両をラインナップ。

加圧蒸発器搭載可能。

1.．LNG15.7ｔ積載（B条件）/LNG14ｔ積載（A条件）　―モノコックタイプ

鉄道用（30ft タイプ）　　　　　　　　　　　　　　  77 台

陸送用（標準タイプ、40ft タイプ、モノコックタイプ）224 台

合計　　　　　　　　　　　　　                      　301 台（平成23年3月末現在）

コンポジット断熱の特徴

●SI 断熱と比較して

　①低真空でよいため、真空再排気等の可能性が低く、維持管理が容易

　②製品にばらつきが少ない

　③事故等での真空破壊時に、内槽の昇圧が少なく安全

●パーライト断熱と比較して

　　①断熱材重量が 1/4 程度と軽い

　　②振動による沈降がなく、再充填作業がない

2. 容器は実績のあるコンポジット断熱

高速道路の通行が可能（道路法　車両制限令 16.50ｍ以下 )　※一部制限を併う場合があります。
3. 高速道路通行可能

第 5 輪荷重が 10ｔ以下のトラクター（ワンデフトラクター）が使用可能。燃費効率、車両購入価格に寄与
4. 従来型ワンデフトラクターが使用可能ーモノコックタイプ（14t タイプ）

トレーラーをモノコック構造として、タンク外槽の強度を利用し、軽量化、低重心化を徹底。そのことにより 40 度以上を達成
5. 転倒角度 40度以上を実現ーモノコックタイプ

LNGコンテナ
LNG コンテナは当社が国内で初めて開発した LNG 用容器であり、鉄

道及びトレーラーによる LNG 輸送に全国で利用されています。

経済産業省主催「第3回ものづくり大賞～ものづくり地域貢献賞」(製

造･プロセス部門 ) を受賞しました。

■ISO　40ft コンテナ規格寸法で LNG 積載量 13.5ton を可能とし

ました。トレーラー輸送を主体に開発されたトレーラー。専用傾斜ト

レーラーとの組み合わせで大幅な低重心化を図り、ローリー車並の旋

回安定性を実現。安全面において先端を走っています。

■ISO　30ft コンテナ規格寸法で LNG 積載量 10.9ton を可能とし

ました。JR 貨物私有コンテナ対応で鉄道貨物輸送が可能です。貨車

1 車両で遠方への鉄道輸送に最適です。

■コンポジット断熱使用。

40ft　LNGタンクコンテナ

30ft　LNGタンクコンテナ

L N G 輸送容器  LNG transportation container

LNGタンクローリー LNGタンクコンテナ

仕様

15.7

14 0.6
モノコックタイプ

0.6

積載重量(ton) 最高充填圧力(MPa)

27.25

30.79

8

6 0.6
標準タイプ

0.6

19.75

23.79

総重量(ton) 13.5

10.9 0.75

40ftタイプ

30ftタイプ

0.6

積載重量(ton) 最高充填圧力(MPa)

20

23.5

5.66 0.9320ftタイプ 12.63

総重量(ton)
モノコックタイプ

30ftタイプ

40ftタイプ

標準タイプ

消 火 器

12192 2437

24909122

2
5
0
0

2
5
9
1
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製品概要･特徴
自社製品･開発によるコンパクトで断熱性能の極めて高い、軽量

な省エネルギー配管です。

配管の真空排気を製作工場で行い、加工精度も高く現場での据付

簡易化に適しています。トータルコストを大幅に抑えることがで

きます。

用途
LNG の供給配管

※高圧仕様は、外管ベローズを適用します。

仕様

製品概要･特徴

製品概要･特徴
熱源は温水もしくは蒸気で、需要家様の熱源をご利用でき、付帯設備の不要な

省エネタイプの蒸発器です。

また、ご要望にあわせ設計を対応、最適なプランを提案致します。

省スペースで安定した送ｶﾞｽが可能です。

仕様

製品概要･特徴
蒸発器と熱源用バーナー設備の一体化による省スペース化と、直接水槽に熱を与えることでエネルギーロスの低減を実現しています。水槽容量が

大きく、安定性・信頼性を確保したまま大流量の供給ガスをお届けできます。

仕様

能力
（ton/h）

発熱量
（ｋＷ）

設計圧力
（MPa） プロセスガス

設計温度（℃）

水槽

3.5 1465 1.1 -163～+40

-163～+40

0～ 100

6 2490 1.1 0 ～ 100

能力（ton/h）

1.3 ～ 4

設計圧力（MPa）

1.1

設計温度（℃）

プロセスガス 水槽

-163～ +40 0～ 100

内外管材質

SUS304･SUS316･SUS316L

常用圧力 ( 標準品 )

1.0 ～ 7.0MPa

定尺長さ･溶接方法･
ご要望に応じ製作

■蒸気吹込式蒸発器 

■ガス焚き式蒸発器 

■自然対流式 

■強制通風式 

■温水循環式･蒸気吹込式蒸発器 

その他仕様ではご要望にあわせ 
製作を承ります。 

仕様

～ 1.0

発生量（ton/h)

ご要望にお応えします

設計圧力

低温特性、熱伝導度の極めて高いアルミを使用した

蒸発器です。

自然対流式と強制通風式の 2 タイプがあり、LNG

を蒸発気化させて、ガスとして利用する際に適して

います。

特に強制送風式は、設置スペースに対して処理能力

が高く省スペース化に貢献します。

また、フィンに付いた霜の解氷を迅速に行え、大流

量のご使用にお答えします。

fire tube vaporizerガス焚き式蒸発器 

warm water circulation type温水循環式･蒸気吹込式蒸発器 

ambient air vaporizer空温式蒸発器（自然対流式･強制通風式） 

vacuum insulation pipe真空断熱配管  

13

蒸気吹込式蒸発器※P17に寸法表を掲載しています。

自然対流式

強制通風式※P17に寸法表を掲載しています。

-196 ～ 40

設計温度 (℃)

3.5

能力 (ton/h)

2.0

設計圧力 (MPa)

-163 ～ 40

7.2 2.0 -163 ～ 40

設計温度 (℃)

※P17 に寸法表を掲載しています。
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遠隔監視システム  remote monitoring system

遠隔監視システムとは、設備から離れた遠隔地であっても設備の状況・情報を確認できるシステムです。

PLC

ONC

警報発生

定時メール

Air-H

Bフレッツ

監視センター

24時間監視

設備担当

施設拠点

直通IP電話

または

直通IP電話

監視クライアント

携帯電話

監視クライアント
インターネット

インターネット

携帯
メール

携帯
メール

ISP
ISP

ISP

Ethenet

Ethenet

ADSL等のBB回線

警報メール 送ガス
軽故障
重故障

ＬＮＧサテライト設備 /遠隔監視システム

【使用機器】 

●計測ユニット（無線ＬＡＮ付） 

●携帯電話 

ＬＮＧローリー /遠隔監視システム

異常発生時

●監視センターにて 24 時間連続監視が可能で、きめ細かい監視が行えます。

●設備担当者は出先からでも監視画面やプラントデータを参照できます。

遠隔監視システム導入想定メリット

【日常運転】

●データの蓄積による傾向管理が行え、運転･維持管理の質を向上できます。 

【異常発生時】

●初期対応が迅速かつ的確に行えます。

●原因究明が容易になります。

●設備担当者の移動時間･費用を削減できます。

また、監視ＰＣにメール解析ソフトを導入することで、一括監視が可能となり、情報の確認や把握性が向上します。

特許申請中（2010 年 6 月現在） 

異常発生

警報が発生すると、登録されたアドレスに E メール

を発報します。また、メール解析ソフトを起動してい

る PC があれば運用しているローリーの情報が一括画

面で把握できます。

1 時間に 1 回、定時メールを発報します。送る基本

情報は時刻、液量、内圧になります。

携帯
メール

携帯
メール

監視センターPC
Eメール

メール解析ソフト

インターネット
メール

計測ユニット＋携帯電話

①ローカルエリア内においてタンク液量･内圧のリアルタイム表示

②設定時刻ごとにタンク液量･内圧を PC 又は携帯電話に E メール送信

③異常発生時、その情報と合わせて PC 又は携帯電話に E メール送信

④インターネット接続環境にある PC や携帯電話から②のデータを確認可能

計測ユニット ローカルエリア内においてタンク液量･内圧のリアルタイム表示

接続機器 機能

より安心で安全な設備運営を実現

異常を検知→警報発信

迅速な初期対応
担当者へ

どこでも

24 時間監視を行い運転状況を確認できると共に、万が一　異常が発生した場合は、その情報を発信します。

いつも

遠隔監視システムの構築により情報の確実な発信を行います。

確実に
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